
 

アドルフ・ヒトラー 

最愛の総統 
パート4 

考えてみよう！ 

アドルフ・ヒトラー著 (1923) 

母親が高齢になった場合  
そしてあなたは年をとった、  
以前は簡単で楽だったことが  
彼女にとって、今は重荷になっている、  
彼女の親愛なる忠実な目が  
もはや、かつてのように人生を見通すことはできない。  
彼女の足が疲れたら  
もう彼女を抱っこして歩きたくはない。  
そして、あなたの腕を支えてあげてください、  
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幸せな気持ちで彼女と一緒に  
そのときが来る、  
あなたは彼女の最後の旅に同行しなければならない！ 

そして、もし彼女があなたに尋ねたら、答えを教えてあげてください、  
そして、もし彼女がもう一度尋ねてきたら、あなたも話す！  
そして、もし彼女がまた尋ねてきたら、答えを教えてあげてほしい、  
怒らずに、穏やかに！  
そして、もし彼女があなたのことを完全に理解できないのであれば、  
彼女にはすべて気持ちよく説明している；  
その時は来る、  
彼女の口がそれ以上何も尋ねないとき！ 

同志 

アドルフ・ヒトラー著（1916年8月14日） 

どちらかが疲れたら  
もう一人は彼を監視している。  
どちらかが絶望したいのなら、  
もう一人が突然笑う。 

もしどちらかが倒れたら  
もう1つは2つの頭文字；  
神はすべての戦士に  
同志よ。 

アルトワの森の雑木林にあった 



アドルフ・ヒトラー著 

フランドル-アルトワにて、1916年春 
実際の事件に基づいて 

それはアルトワの森の雑木林の中だった...。  
森の奥深く、血に染まった大地に、  
負傷したドイツ兵が横たわっていた  
そして、彼の叫び声は夜空にこだました。  
無駄だった...彼の叫びに響くものはなかった...  
野獣のように血を流して死ぬべきか、  
致命傷を負い、孤独の中で死んでいくのはどちらか？ 

そして突然...。  
右から重い足取りで近づいてくる。  
森の床を踏みしめながら、彼はそれを聞いた。  
そして、彼の魂から新たな希望が湧き上がる。  
そして今度は左から...。  
そして今、両サイドから... 

苦痛のベッドに近づく二人の男  
ドイツ人とフランス人だ。  
そして、敵対的な視線でお互いを観察する。  
そしてライフルで威嚇する。  
ドイツの戦士が尋ねる：  
「ここで何をしている？  
助けを求めるかわいそうな男の叫びに感動した」。 
"彼はあなたの敵だ！" 
"彼は苦しんでいる人間だ！" 

そして2人とも、何も言わずにライフルを下ろした。  



そして二人は手を合わせた  
そして、筋肉を緊張させながら、慎重に持ち上げた。  
担架に乗せられた負傷兵。  
そして、2人で彼を森に運んだ、  
ドイツの支局チェーンができるまでは。  
「もう終わったことだ。彼はここで十分に世話をしてもらえるだろう"  
そしてフランス人は森のほうを向いた。  
しかし、ドイツ人は彼の手に手を伸ばした、  
介護に追われる目を感動的に見つめた  
そして、予感に満ちた真剣な表情で彼に言った： 

運命が私たちに何を決めたのかはわからない、  
星々の中で不可解に支配するもの。  
もしかしたら、私はあなたの弾丸の犠牲者になるかもしれない。  
おそらく私のは、あなたを砂に埋もれさせるだろう  
戦いのチャンスは恣意的なものだからだ、  
しかし、それが何であろうと、何が来ようとも：  
私たちはただ神聖な時間を過ごした  
その中で人間は人間の中に自分自身を見いだす...。  
さようなら！そして、神の御加護があらんことを！" 

サイレント・ヒロイズム 

アドルフ・ヒトラー著 

1918年11月2日、パセウォーク 

明るいホールで静かに眠る  
瀕死の重傷を負った戦士たち。  
破壊の血塗られた痕跡をもたらした；  



しかし、鉄の雨から身を守ることができた。 

そして無口で真面目、義務に縛られている、  
優しい女性の手  
感謝の戦士たちは、最後に  
死と人生を賭ける。 

彼らの忠実なケアは、まるで  
心はすべての深い傷を癒す、  
疲れた目をしたときに。 

そう、真のドイツ人女性もそうなのだ。  
最愛の人と永遠に別れる  
そして、他人の苦しみのために人生を捧げる。 

パセウォークの森の墓地 

アドルフ・ヒトラー著 

1918年11月11日、パセウォーク 

あなたはそれを獲得した 
あなたをそこに埋葬する 
ジャーマンオークが墓の陰になるところ、 
自由、力強さ、生命の象徴である。 
最も美しい装飾のようだ 
墓を囲むように。 
ドイツの精神が息づくドイツの森で、 
静かな木立の中で、あなたは安らかに眠っている、 
千年後、何千もの人々に称えられるだろう、 
森の心に入っていこう、 
あなたたちの墓があるところに来たらね、 



そして足取りが鈍くなる、 
あなたは私たちに語りかける、 
肉体は朽ち果てて久しいが、あなたは永遠に生き続ける。 

ラジオ当番 

アドルフ・ヒトラー著 

フランドル、1917年7月29日 

夜は黒く、風は静かに穏やかに吹き抜ける。  
枝を通して、あたりは深い静けさに包まれている！  
ただ遠くから、砲弾が威嚇するように鳴り響く。  
そしてマシンガンが打ち鳴らされる。 

仲間は近くのテントで寝る  
そして、愛する人たちの無事を夢見る、  
私だけが無線の当番に座る  
そして、バトルエリアに耳を傾ける。 

だから私は一晩中座って待っていた。  
そして翌朝、深い喜びを感じる  
もし偵察隊が私にこう報告したら  
死傷者なくパトロールから帰還した。 

アドルフ・ヒトラーミレニアムの男 

ゲルハルト・ラウク著 

アドルフ・ヒトラーが歴史上特異なのは、彼が... 



1. 世界観を作り上げた。 

2.自然の法則に基づく、 

3.政治的権力を獲得、 

4.戦前の6年間という短い期間に、彼の教えを見事に実行に移した、 

5. その後、人類史上最大の戦争の間、ほぼ全世界を6年間抑えた。 

6.不死身になり、絶対的な敗北と思われる状況でも最終的には無敵になっ
た。 

アドルフ・ヒトラーの物理的な死から半世紀が経過したが、彼の遺産であ

る国家社会主義思想は、迫害と悪者扱いという前代未聞のキャンペーンに
もかかわらず、存続し、さらに発展している。 

まさに第三帝国の軍事的敗北は、国家社会主義をドイツ民族主義運動から
汎アーリア人種民族主義運動へとエスカレートさせたのである！ 

アメリカの戦争英雄ジョージ・リンカーン・ロックウェルは、戦後初めて

民族の神聖な鉤十字の旗を再び掲げた国家社会主義者である。重要なの
は、ロックウェルが第二次世界大戦で第三帝国と実際に戦った非ドイツ人
であったことだ。数十年後、世界最大かつ最も重要な国家社会主義組織が
ロシアに出現した！ 

ソビエト帝国は自らの内的崩壊によって崩壊した。資本主義の "新世界秩
序 "は、外部への拡大にもかかわらず腐敗し続けている。しかし、国家社
会主義は健在である！(1945年を生き延びたのだから、どんなものでも生き
延びることができる！）。 



しかし、国家社会主義はアドルフ・ヒトラーという一人の男なしには考え

られなかった。 

第二千年紀の終わりに生まれた国家社会主義の思想は、第三千年紀に成長
し開花する。アドルフ・ヒトラーは千年期の人物というだけではない。- 

アドルフ・ヒトラーは二千年紀の男なのである！ 




